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女性審判講習会開催報告

少し前の話になってしまいますが、8月3日(土)に女性審判講習会を行いました。
IR以外は全員女性で、初めましての方々も多かったですが話しやすい雰囲気づくりを全員でしていただき
とても有意義な講習会となりました。

総合
満足度
100％

次回はこんなことをしてほしい！！

◆ コーチとのグループディスカッション！！
◆ 上級の方たちと一緒に吹きたい！！
◆ 座学で知識や考え方などを学びたい！！

■講習会内容■

①グループディスカッション
→アイスブレイキングも含めてレフリーをする上での悩みや課題などを共有

②U18女子練習ゲームで実践
→10分×2本をやってIRからアドバイスをもらうことを2回繰り返して、反省をすぐに修正できる実践形式

③空き時間はIRとのコミュニケーション
→自身のゲームの間にはIRと話をしてケースの見方や考え方など気軽にディスカッション

今回、初の試みとして女性オンリーのグループディスカッションを行いました。
普段聞けない悩みや女性同士の共感共有など大盛り上がり！
充実した時間をすごすことができました！

【Aさん】
この経験を経て、次の日にＣ級の審査会がありました。
この講習会に参加したおかげで審査会に臨む気持ち
以前に、アドバイスを活かした自分の審判が出来まし
た。
本当に有難うございました。これだけで満足せず、今
後ももっと精進し、上を目指して取り組んでいこうと思
います。
今後ともよろしくお願い致します。

【Bさん】
グループディスカッションをオンザコートに入る前にやるのは
初めてでした。
これまではIRのお話を聞くばかりでしたが、自分の経験し
たお話をしたり、仲間のお話を聞けたり、悩みや感じる事、
共感する事の共通点が多く、終盤では、これからのゲーム
や活動をどうして行くかなど、考えさせられたり、勉強にも
なりました。
何より、IRの青木さんにも質問でき、お話が聞けていい会
になりました。

①女性ならではの悩みを共有
男性が多い審判の世界では、女性にしかわからないことや悩み・不安などがあります。それらを共有することができて
同じ考えの中でみんな頑張っているんだと実感することができました(^^♪
県内でも男性も女性も関係なく活躍できる環境を整えていきたいですね！

②ママさんレフリーが活躍するためには
子育てをしながら審判を続けるということはとても難しいことです。連れていくことで周りに迷惑がかかりそうで抵抗があ
る。自分が審判をしているときは誰が子守をしているのか？などママさんレフリーが安心してできる環境づくりについて
話し合うことができました(#^^#)

③実は初めましての方たちも
女性審判講習会に初参加の方たちもいて、緊張した面持ちの方もいました。そこはさすがの先輩たちが声掛けをし
て同じ県内の仲間同士、素敵なコミュニケーションで打ち解け始め良い関係づくりができました。次回の参加も是非
お待ちしております(^^)/参加してみたいな～って思っている方勇気ある一歩を踏み出しましょう！Welcome☆彡

大盛り上がりグループディスカッション
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